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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ＰＣ鋼棒が緊張された状態で埋設されることに基づいてプレストレスが付与されるコン

クリート構造物からのＰＣ鋼棒の突出防止方法であって、

　コンクリート構造物の表面において、埋設されたＰＣ鋼棒の先端部近傍を含む第１の領

域に飛散防止用の透明な表面保護材を塗布又は貼付させ、

　前記透明な表面保護材の上から、埋設された前記ＰＣ鋼棒の先端部近傍を含む第２の領

域を覆うように透明なポリカーボネート板を配置し、

　前記ポリカーボネート板を複数個所でアンカーにより前記コンクリート構造物の表面に

固定する、

　工程を有し、

　前記第１の領域は、前記第２の領域より広い、ことを特徴とするＰＣ鋼棒の突出防止方

法。

【請求項２】

　前記ポリカーボネート板の厚さは、１２ｍｍ以上、且つ、１５ｍｍ以下である、請求項

１に記載のＰＣ鋼棒の突出防止方法。

【請求項３】

　前記表面保護材は、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、メタアクリル樹脂、

ポリエステルシート、及び、ガラス繊維シートの内の１つ又は複数から選択される、請求

項１に記載のＰＣ鋼棒の突出防止方法。
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【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ア ン カ ー は 、 埋 設 さ れ た 前 記 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 先 端 部 近 傍 を 囲 う よ う に 配 置 さ れ る 、 請 求

項 １ に 記 載 の Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 高 速 道 路 等 で は 、 軽 量 で 強 靭 で あ る と い う 特 徴 を 有 す る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト （

Ｐ Ｃ ） 橋 梁 が 用 い ら れ て い る 場 合 が あ る 。 Ｐ Ｃ 橋 梁 は Ｐ Ｃ に よ り 建 設 さ れ た 橋 梁 で あ っ て

、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 用 い て コ ン ク リ ー ト に 予 め 圧 縮 応 力 を 与 え る こ と に よ り 、 荷 重 に よ っ て コ ン

ク リ ー ト に 生 じ る 引 張 応 力 を 打 ち 消 し て い る 。 Ｐ Ｃ 鋼 棒 は 、 鉛 直 方 向 、 及 び 、 水 平 方 向 （

橋 軸 方 向 、 橋 軸 直 角 方 向 ） に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 発 錆 又 は 腐 食 後 に 破 断 し 、 導 入 緊 張 力 が 急 激 に 開 放 さ れ て 橋 桁 の 側 面 や 下 部

か ら 突 出 し 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 本 体 や コ ン ク リ ー ト 片 が 落 下 し て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 、 コ

ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 補 強 構 造 を 設 け る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参

照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ２ ２ ７ ７ ９ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 補 強 構 造 は 、 ス テ ン レ ス 製 メ ッ シ ュ シ ー ト 等 の 受 け

部 材 を 繊 維 補 強 シ ー ト で コ ン ク リ ー ト 表 面 に 張 り 付 け る の で 、 補 強 構 造 施 行 後 は 、 コ ン ク

リ ー ト 面 の 点 検 が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 補 強 構 造 を 透 明 化 す る こ と で 、 補 強 し た 部 分 を 点 検 可 能 と し た Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突

出 防 止 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 緊 張 さ れ た 状 態 で 埋 設 さ れ る こ と に 基 づ い て プ レ ス ト

レ ス が 付 与 さ れ る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 か ら の Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 コ ン ク リ ー ト

構 造 物 の 表 面 に お い て 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 先 端 部 近 傍 を 含 む 第 １ の 領 域 に 飛 散 防 止 用 の

透 明 な 表 面 保 護 材 を 塗 布 又 は 貼 付 し 、 透 明 な 表 面 保 護 材 の 上 か ら 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 先

端 部 近 傍 を 含 む 第 ２ の 領 域 を 覆 う よ う に 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を 配 置 し 、 ポ リ カ ー ボ

ネ ー ト 板 を 複 数 個 所 で ア ン カ ー に よ り コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 固 定 す る 、 工 程 を 有 す

る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 第 １ の 領 域 は 第 ２ の 領 域 よ り 広 い

こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 に Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 厚 さ は 、 １ ２ ｍ

ｍ 以 上 、 且 つ 、 １ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 表 面 保 護 材 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ウ

レ タ ン 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 メ タ ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル シ ー ト 、 及 び 、 ガ ラ ス 繊 維
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シ ー ト の 内 の １ つ 又 は 複 数 か ら 選 択 さ れ る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 一 側 面 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 ア ン カ ー は 、 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒

の 先 端 部 近 傍 を 囲 う よ う に 配 置 さ れ る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 で は 、 簡 易 な 構 成 で 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 自 体 の 落 下 や コ ン

ク リ ー ト 片 の 飛 散 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な っ た 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 を 施

し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 突 出 防 止 機 構 の 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 突 出 防 止 機 構 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 他 の ア ン カ ー の 配 置 方 法 を 示 し 、 （ ｂ ） を 更 に 他 の ア ン カ ー の 配 置 方 法

を 示 し て い る 。

【 図 ４ 】 評 価 試 験 を 行 う た め の 試 験 装 置 の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 試 験 結 果 を 示 す 表 で あ る 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） に 実 施 例 １ の 場 合 の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 し 、 （ ｂ ） に 実 施 例 ２ の 場 合 の

評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 す 。

【 図 ７ 】 （ ａ ） に 実 施 例 ３ の 場 合 の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 し 、 （ ｂ ） に 実 施 例 ４ の 場 合 の

評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 す 。

【 図 ８ 】 実 施 例 ５ の 場 合 の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 す 。

【 図 ９ 】 （ ａ ） に 比 較 例 １ の 場 合 の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 し 、 （ ｂ ） に 比 較 例 ２ の 場 合 の

評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 す 。

【 図 １ ０ 】 （ ａ ） に 比 較 例 ３ の 場 合 の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 し 、 （ ｂ ） に 比 較 例 ４ の 場 合

の 評 価 試 験 後 の 画 像 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 技 術 的 範 囲

は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 及 び そ の 均 等 物 に 及

ぶ 点 に 留 意 さ れ た い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ は 、 プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 を

施 し た 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ で は 、 プ レ ス ト レ ス が 付 与 さ れ る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 と し て 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 断 面 を

記 載 し て い る 。 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ が 高 速 道 路 等 に 利 用 さ れ る 場 合 に は 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 上 面 １ １ を

車 両 が 走 行 す る こ と と な る 。 ま た 、 図 １ に お い て 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 一 つ の 桁 に は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒

２ ０ が 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ で は １ 本 の Ｐ Ｃ 鋼 棒 の み を 記 載 し て い る が

、 実 際 に は 複 数 本 の Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 配 置 さ れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 上 面 １ １ に 対 し て ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ を 鉛 直 Ｐ

Ｃ 鋼 棒 と い い 、 上 面 １ １ と 並 行 な 方 向 に 配 置 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 を 横 締 Ｐ Ｃ 鋼 棒 と い う も の と

す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ の 先 端 部 近 傍 で 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ 側 に は 、 突 出 防 止 機 構 １ が 配 置 さ

れ て い る 。 図 １ で は 明 記 さ れ て い な い が 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ は 他 の 橋 脚 等 に よ っ て 他 の 道 路 等 の

上 部 に 固 定 さ れ て い る 場 合 が 多 い 。 そ こ で 、 突 出 防 止 機 構 １ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ が 発 錆 又 は

腐 食 後 に 破 断 し 、 導 入 緊 張 力 が 急 激 に 開 放 さ れ て Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ か ら 突 出 し 、 鉛 直

Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ 自 体 や コ ン ク リ ー ト 片 が 落 下 す る の を 防 止 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ２ （ ａ ） は 突 出 防 止 機 構 １ の 断 面 図 で あ り 、 図 １ に お い て 破 線 で 囲 っ た Ａ の 箇 所 の 拡

大 図 に 相 当 す る 。 図 ２ （ ｂ ） は 突 出 防 止 機 構 １ を Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ 側 か ら 見 た 平 面 図

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 突 出 防 止 機 構 １ は 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ 上 に 塗 布 又 は 貼 付

さ れ る 表 面 保 護 材 ２ 、 表 面 保 護 材 ２ の 上 面 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー

ト 板 ３ 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 ３ を Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ に 固 定 す る 複 数 の ア ン カ ー ４ か ら

構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 表 面 保 護 材 ２ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ の 先 端 が Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ か ら 突 出 し た 場 合 に 、 コ

ン ク リ ー ト 片 が 飛 散 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ 上 に 塗 布 又 は 貼 付

さ れ る 。 表 面 保 護 材 ２ と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 メ タ ア ク

リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル シ ー ト 、 及 び 、 ガ ラ ス 繊 維 シ ー ト の 内 の １ つ 又 は 複 数 を 選 択 す る

こ と が 可 能 で あ る 。 い ず れ の 樹 脂 も 、 表 面 保 護 材 を 塗 布 又 は 貼 付 し た 後 に 、 コ ン ク リ ー ト

構 造 物 の 表 面 状 態 が 視 認 可 能 で あ る 透 明 な も の と す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ 内 に 配 置 さ れ る Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ の 先 端 か ら Ｐ Ｃ 橋 １

０ の 下 面 １ ２ ま で の 深 さ Ｂ は 「 か ぶ り 」 と 言 い 、 １ ５ ～ ３ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 透 明

な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 ３ の 厚 さ Ｃ は 、 １ ２ ～ １ ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 ポ リ カ ー ボ ネ ー

ト 板 ３ が 透 明 な こ と に よ っ て 、 Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 の 検 査 時 に 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 が 突 出 し よ う と し

て い る か を 容 易 に 発 見 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ の 先 端 位 置 が 対 角 線 の 交 点 に 位 置 す る よ う に ポ

リ カ ー ボ ネ ー ト 板 ３ が ６ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ に 固 定 さ れ て い る

。 表 面 保 護 材 ２ の 塗 布 又 は 貼 付 面 積 Ｓ １ （ 第 １ の 領 域 ） は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 ３ の 表 面

積 Ｓ ２ （ 第 ２ の 領 域 ） よ り 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 一 例 で は 、 Ｓ １ は ７ ４ ０ ×

６ ０ ０ ｍ ｍ に 、 Ｓ ２ は ５ ０ ０ × ５ ０ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。

Ｓ １ ＞ Ｓ ２ と す る こ と に よ り 、 よ り コ ン ク リ ー ト 片 の 飛 散 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ （ ａ ） は 他 の ア ン カ ー ４ の 配 置 方 法 を 示 し 、 図 ３ （ ｂ ） を 更 に 他 の ア ン カ ー ４ の 配

置 方 法 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ２ （ ｂ ） 、 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 ３ を 固 定 す

る ア ン カ ー ４ は 、 Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ の 先 端 位 置 の 周 囲 に 配 置 さ れ て い れ ば よ く 、 ６ 本 以 上 で 固

定 す る こ と が 好 ま し い が 、 ８ 本 で 固 定 し て も そ れ 以 上 の 本 数 で 固 定 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ は 、 評 価 試 験 を 行 う た め の 試 験 装 置 の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 試 験 装 置 ３ ０ は 、 厚 さ Ｄ の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ に 固 定 さ れ た 試 験 用 突 出 防 止 機 構

１ ´ を 所 定 の 床 上 等 に 固 定 す る た め の 固 定 台 ３ ３ 、 重 錘 ３ ４ 、 重 錘 ３ ４ を 試 験 用 突 出 防 止

機 構 １ ´ の 中 心 部 に 正 確 に 落 下 さ せ る た め の 落 下 経 路 構 造 ３ ５ 等 か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 重 錘 ３ ４ は 、 不 図 示 の 落 下 制 御 機 構 に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 試 験 用 突 出 防

止 機 構 １ ´ が 固 定 さ れ た 側 と は 反 対 側 の 所 定 の 高 さ か ら 矢 印 Ｅ の 方 向 に 自 然 落 下 さ れ る 。

重 錘 ３ ４ は 、 所 定 の 高 さ か ら 自 然 落 下 さ れ た 場 合 に 発 生 す る 衝 撃 が 、 ち ょ う ど 、 導 入 緊 張

力 が 急 激 に 開 放 さ れ て 橋 桁 か ら 突 出 し た Ｐ Ｃ 鋼 棒 ２ ０ が Ｐ Ｃ 橋 １ ０ の 下 面 １ ２ に 与 え る 衝

撃 と 同 様 に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ２ ０ ０ ｋ ｇ の 重 錘 ３ ４ を ２ ｍ の 高 さ

か ら 落 下 さ せ て 、 ３ ９ ２ ０ （ Ｊ ） の 衝 撃 が 加 わ る よ う に 設 定 し た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 中 央 部 分 に は 、 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ が 固 定 さ れ た 側 と

は 反 対 側 か ら 直 径 ５ ０ ｍ ｍ の コ ア ３ ２ が 削 孔 さ れ て い る 。 直 径 ５ ０ ｍ ｍ の コ ア ３ ２ の 先 の

部 分 Ｆ を １ ５ ｍ ｍ 残 す こ と に よ っ て 、 １ ５ ｍ ｍ の か ぶ り を 再 現 し て い る 。 実 際 の Ｐ Ｃ 橋 １

０ で は 、 か ぶ り は １ ５ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ る が 、 １ ５ ｍ ｍ の 方 の 衝 撃 が 大 き い の で 、 評 価

試 験 で は 、 直 径 ５ ０ ｍ ｍ の コ ア ３ ２ の 先 の 部 分 Ｆ を １ ５ ｍ ｍ と し た 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 評 価 試 験 で は 、 １ ０ ０ ０ × ７ ４ ０ × １ ５ ０ ｍ ｍ （ 厚 さ Ｄ ＝ １ ５ ０ ｍ ｍ ） の コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク ３ １ （ 材 料 ： 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 、 強 度 ： ４ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ ２ 、 ス ラ ン プ ： １

２ ± ２ ． ５ ｃ ｍ 、 空 気 圧 ： ４ ． ５ ± １ ． ５ ％ 、 粗 骨 材 料 最 大 寸 法 ： ２ ０ ｍ ｍ 以 下 ） に 様 々

な 形 式 の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ を 固 定 し て 実 験 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 は 厚 さ に か か わ ら ず 、 透 明 な ５ ０ ０ × ５ ０ ０ ｍ ｍ の も の を 利

用 し 、 表 面 保 護 材 は ７ ４ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 に 塗 布 又 は 貼 付 し た 。 ま た 、 重 錘 ３ ４ の

落 下 位 置 を 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 対 角 線 の ほ ぼ 中 心 、 且 つ 、 表 面 保 護 材 の 塗 布 又 は 貼 付

領 域 の 対 角 線 の ほ ぼ 中 心 と し た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 な お 、 図 ４ に 示 す 評 価 装 置 は 、 鉛 直 方 向 、 及 び 、 水 平 方 向 （ 橋 軸 方 向 、 橋 軸 直 角 方 向 ）

に 配 置 さ れ て い る Ｐ Ｃ 鋼 棒 に 対 応 す る 試 験 装 置 で あ る と 言 え る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す 評 価 装 置 を 用 い た 評 価 試 験 の 結 果 を 示 す 表 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 厚 さ １ ５ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ

ネ ー ト 板 を 用 い 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ６ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ

ク ３ １ に 固 定 し 、 表 面 保 護 材 料 と し て 、 い ず れ も 透 明 な Ａ 材 料 、 Ｂ 材 料 及 び Ｃ 材 料 を そ れ

ぞ れ 使 用 し た 。 Ａ 材 料 は 、 ポ リ エ ス テ ル シ ー ト を 水 性 エ ポ キ シ 樹 脂 で コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ

ク ３ １ の 表 面 に 貼 付 さ せ た も の で あ り 、 Ｂ 材 料 は ウ レ タ ン 樹 脂 を 塗 布 し た も の で あ り 、 Ｃ

材 料 は ガ ラ ス 繊 維 シ ー ト を メ タ ア ク リ ル 樹 脂 で コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 表 面 に 貼 付 さ

せ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ で は 、 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 場 合 で も 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 に 膨 れ

は 見 ら れ た が 、 割 れ る こ と は な く 、 さ ら に コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 す る こ

と も な く 、 評 価 結 果 は 合 格 で あ っ た 。 図 ６ （ ａ ） に 実 施 例 １ の 場 合 の 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ

た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 し 、 図 ６ （ ｂ ） に 実 施 例 ２ の 場 合 の 重 錘 ３ ４

を 落 下 さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 し 、 図 ７ （ ａ ） に 実 施 例 ３ の 場 合

の 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 実 施 例 ４ ～ 実 施 例 ６ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 厚 さ １ ２ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ

ネ ー ト 板 を 用 い 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ６ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ

ク ３ １ に 固 定 し 、 表 面 保 護 材 料 と し て い ず れ も 透 明 な Ａ 材 料 、 Ｂ 材 料 及 び Ｃ 材 料 を そ れ ぞ

れ 使 用 し た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 実 施 例 ４ ～ 実 施 例 ６ で は 、 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 場 合 で も 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 に 膨 れ

は 見 ら れ た が 、 割 れ る こ と は な く 、 さ ら に コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 す る こ

と も な く 、 評 価 結 果 は 合 格 で あ っ た 。 図 ７ （ ｂ ） に 実 施 例 ４ の 場 合 の 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ

た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 し 、 図 ８ に 実 施 例 ５ の 場 合 の 重 錘 ３ ４ を 落 下

さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 比 較 例 １ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 厚 さ １ ５ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を

用 い 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ６ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ に 固

定 し た が 、 表 面 保 護 材 料 を 使 用 し な か っ た 。 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 場 合 で も 、 ポ リ カ ー ボ
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ネ ー ト 板 に 膨 れ は 見 ら れ た が 、 割 れ る こ と は な か っ た 。 し か し な が ら 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 し て お り 、 結 果 は 不 合 格 で あ っ た 。 図 ９ （ ａ ） に 比 較 例 １ の 場 合 の

重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 す 。 図 ９ （ ａ ） に 示 す 様

に 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

比 較 例 ２ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 厚 さ １ ５ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を 用

い 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に ８ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ に 固 定

し た が 、 表 面 保 護 材 料 を 使 用 し な か っ た 。 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 場 合 で も 、 ポ リ カ ー ボ ネ

ー ト 板 に 膨 れ は 見 ら れ た が 、 割 れ る こ と は な か っ た 。 し か し な が ら 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ

ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 し て お り 、 結 果 は 不 合 格 で あ っ た 。 図 ９ （ ｂ ） に 比 較 例 ２ の 場 合 の 重

錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 表 面 の 画 像 を 示 す 。 図 ９ （ ｂ ） に 示 す 様 に

、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 比 較 例 ３ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 厚 さ １ ５ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を

用 い 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に ６ 本 の ア ン カ ー ４ に よ っ て コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ に 固

定 し た 。 ま た 、 表 面 保 護 材 料 と し て 透 明 な Ａ 材 料 を 使 用 し た が 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３

１ の 表 面 に 塗 布 せ ず に 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ に 固 定 し た 後 に

、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 の 上 か ら 透 明 な Ａ 材 料 を 塗 布 し た 。 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 場 合 、 ポ

リ カ ー ボ ネ ー ト 板 が 貫 通 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 し 、 結 果 は 不 合 格

で あ っ た 。 図 １ ０ （ ａ ） に 比 較 例 ３ の 場 合 の 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 後 の ポ リ カ ー ボ ネ ー ト

板 の 表 面 の 画 像 を 示 す 。 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 が 貫 通 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 比 較 例 ４ の 試 験 用 突 出 防 止 機 構 １ ´ で は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を 用 い ず に 、 代 わ り に ガ

ラ ス 繊 維 シ ー ト を 用 い た 。 ま た 、 表 面 保 護 材 料 は 使 用 し な か っ た 。 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た

場 合 で 、 ガ ラ ス 繊 維 シ ー ト が 貫 通 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ３ １ の 破 片 が 飛 散 し 、 結 果

は 不 合 格 で あ っ た 。 図 １ ０ （ ｂ ） に 比 較 例 ４ の 場 合 の 重 錘 ３ ４ を 落 下 さ せ た 後 の ガ ラ ス 繊

維 シ ー ト の 表 面 の 画 像 を 示 す 。 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す 様 に 、 ガ ラ ス 繊 維 シ ー ト は 、 剥 が れ て

し ま っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ５ に 示 す 評 価 試 験 よ り 、 表 面 保 護 材 を コ ン ク リ ー ト 表 面 に 塗 布 又 は 貼 付 さ せ 、 そ の 上

か ら 厚 さ １ ２ ～ １ ５ ｍ ｍ の 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を ア ン カ ー に よ り コ ン ク リ ー ト 表 面

に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 （ 鉛 直 方 向 、 及 び 、 水 平 方 向 に 配 置 さ れ た ） Ｐ Ｃ 鋼 棒 自 体 の 突

出 及 び コ ン ク リ ー ト 片 の 飛 散 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が 判 明 し た 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 当 業 者 は 、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 外 れ る こ と な く 、 様 々 な 変 更 、 置 換 及 び 修 正 を こ

れ に 加 え る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 １ 　 　 突 出 防 止 機 構

　 ２ 　 　 表 面 保 護 材

　 ３ 　 　 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板

　 ４ 　 　 ア ン カ ー

　 ２ ０ 　 　 鉛 直 Ｐ Ｃ 鋼 棒

【 要 約 】

【 課 題 】 本 発 明 は 、 補 強 構 造 を 透 明 化 す る こ と で 、 補 強 し た 部 分 を 点 検 可 能 と し た Ｐ Ｃ 鋼

棒 の 突 出 防 止 方 法 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 （ １ ２ ） に お い て 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 （ ２ ０ ） の

先 端 部 近 傍 を 含 む 第 １ の 領 域 （ Ｓ ２ ） に 飛 散 防 止 用 の 表 面 保 護 材 （ ２ ） を 塗 布 又 は 貼 付 し

、 表 面 保 護 材 の 上 か ら 埋 設 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 先 端 部 近 傍 を 含 む 第 ２ の 領 域 （ Ｓ １ ） を 覆 う
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よ う に 透 明 な ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 （ ３ ） を 配 置 し 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 を 複 数 個 所 で ア ン

カ ー （ ４ ） に よ り コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 固 定 す る 、 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る

Ｐ Ｃ 鋼 棒 の 突 出 防 止 方 法 。

【 選 択 図 】 図 ２

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



(10) JP  7562806  B1  2024.10.7

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

 

(73)特許権者　591037960

　　　　　　シーカ・ジャパン株式会社

　　　　　　東京都港区元赤坂１丁目２番７号赤坂Ｋタワー７階

(73)特許権者　000003296

　　　　　　デンカ株式会社

　　　　　　東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号

(74)代理人　100099759

　　　　　　弁理士　青木　篤

(74)代理人　100123582

　　　　　　弁理士　三橋　真二

(74)代理人　100092624

　　　　　　弁理士　鶴田　準一

(74)代理人　100114018

　　　　　　弁理士　南山　知広

(74)代理人　100153729

　　　　　　弁理士　森本　有一

(72)発明者　蔵治　賢太郎

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　田中　大介

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　井田　達郎

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　佐藤　祐輔

　　　　　　東京都港区虎ノ門３－１０－１１　虎ノ門ＰＦビル４Ｆ　一般財団法人首都高速道路技術センター

　　　　　　内

(72)発明者　村上　裕真

　　　　　　東京都港区虎ノ門３－１０－１１　虎ノ門ＰＦビル４Ｆ　一般財団法人首都高速道路技術センター

　　　　　　内

(72)発明者　岩井　渉

　　　　　　東京都港区虎ノ門３－１０－１１　虎ノ門ＰＦビル４Ｆ　一般財団法人首都高速道路技術センター

　　　　　　内

(72)発明者　作　周平

　　　　　　東京都大田区蒲田５－１３－２３　ＴＯＫＹＵ　ＲＥＩＴ蒲田ビル８階　大日本塗料株式会社　東

　　　　　　京営業本部内

(72)発明者　関　智行

　　　　　　栃木県大田原市下石上１３８２－１２　大日本塗料株式会社　那須事業所内

(72)発明者　堀江　一志

　　　　　　東京都港区元赤坂１丁目２番７号赤坂Ｋタワー７階　シーカ・ジャパン株式会社内

(72)発明者　山上　大智

　　　　　　東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号　デンカ株式会社内

(72)発明者　高橋　良輔

　　　　　　東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号　デンカ株式会社内

 

　　審査官　荒井　良子

 

(56)参考文献　特開平１１－０２２１９６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０２０－１４３５０６（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　実開平０５－０４７０４８（ＪＰ，Ｕ）　



(11) JP  7562806  B1  2024.10.7

　　　　　　　特開平０９－２３５８２７（ＪＰ，Ａ）　

　　　　　　　特開２００１－１４６８４６（ＪＰ，Ａ）　

 

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　２１／００

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　　１／００

　　　　　　　Ｅ０４Ｃ　　　５／０７

　　　　　　　Ｅ０４Ｇ　　２１／１２


	bibliographic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

